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訪日外客数 年８月
～７月の落ち込みからの戻りは弱い。９月は大幅減が避けられず～
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○最速 万人突破だが、伸びは前月から鈍化。９月は大幅減少が必至の情勢

日本政府観光局（ ）から発表された８月の訪日外客数は 万 千人、前年比＋ ％となった。

８月の水準としては過去最高である上、１～８月までの累計は 万 千人と過去最速の 万人

超えではあるのだが、８月の前年比の伸びは７月の＋ ％から鈍化している。また、季節調整値（筆

者試算）では前月比＋ ％とプラスだが、７月に前月比▲ ％と大きく落ち込んだ後の戻りとして

は弱いものにとどまる。国別では、訪日客に占める割合の大きい中国（前年比：６月＋ ％→７月

＋ ％→８月＋ ％）、韓国（前年比：６月＋ ％→７月▲ ％→８月▲ ％）での弱さが特

に目立つ。６月の大阪府北部地震や７月の西日本豪雨等に関する報道の影響で、訪日の手控え・キャ

ンセルといった動きが生じた模様である。７、８月と落ち込みが大きい韓国では大阪が人気の旅行地

であるため、その分、地震に伴う風評被害の影響も大きく出たものと考えられる。

７、８月と弱めの動きが続いたことで、７ ８月平均の訪日外客数（季節調整値）の水準は４ ６月

期を ％ 下回っているのだが、９月はさらなる大幅減少が避けられない情勢だ。訪日外国人の約

４分の１が関西国際空港を利用しているため、同空港の閉鎖による影響は非常に大きなものになるだ

（出所）日本政府観光局「訪日外客数」

（注）季節調整は第一生命経済研究所
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ろう。また、関西国際空港ほどではないが、新千歳空港を利用する訪日客も多いことから、地震によ

る風評被害を通じて９月以降の訪日客数減少に繋がる可能性もあるだろう。

なお、訪日客消費は、ＧＤＰでは「非居住者家計の国内での直接購入」としてカウントされるが、

これはサービス輸出の一部に該当する。４ ６月期の実質・非居住者家計の国内での直接購入は前期比

＋ ％と６四半期連続で増加していたが、７ ９月期は相当な減少を覚悟しておく必要があり、輸出

の下押し要因になることは必至の状況だ。また、財輸出についても空港の閉鎖により悪影響を受ける

ことを考慮すると、７ ９月期の実質財・サ輸出は前期比でマイナスに転じる可能性が高い。７ ９月

期の実質ＧＤＰ成長率がマイナスになる可能性も十分あるとみておくべきだろう。




